
『
キ
マ
イ
ラ
文
語
』
を
読
む
会
　
嶋
稟
太
郎 

Ⅰ 
心
の
変
化
を
抑
圧
す
る
も
の 

『
キ
マ
イ
ラ
文
語
』
の
特
色
は
「
短
歌
の
歴
史
は
口
語
化
の
歴
史
」
と
宣
言
し
た
点
に
あ
る 

前
衛
短
歌
に
触
れ
ず
に
、
正
岡
子
規
と
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
世
代
を
一
冊
の
な
か
に
並
べ
て
い
る
の
が
象
徴
的
。 

名
詞
は
何
で
も
あ
り
、
動
詞
や
形
容
詞
の
意
味
は
現
代
語
そ
の
も
の
、
し
か
し
動
詞
・
助
動
詞
の
活
用
や
助
詞

の
用
法
は
完
璧
に…

。
こ
れ
が
現
代
文
語
で
あ
り
、
ま
さ
に
キ
マ
イ
ラ
的
言
語
な
の
だ
。P9 

川
本
の
印
象
は
時
枝
誠
記
の
整
理
（
い
わ
ゆ
る
時
枝
文
法
）
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。 

名
詞
・
動
詞
・
形
容
詞→

「
詞
」
、
助
動
詞
・
助
詞
・
動
詞
の
活
用
（
接
辞
の
「
た
」
）
・
感
動
詞 →

「
辞
」 

「
詞
」
は
客
体
的
表
現
。
「
辞
」
は
主
体
的
表
現
で
「
話
し
手
の
持
っ
て
い
る
主
観
や
感
情
や
意
志
そ
の
も
の
を
、

客
体
と
し
て
扱
う
こ
と
な
く
直
接
に
表
現
し
た
語
」
（
三
浦
つ
と
む
『
日
本
語
は
ど
う
い
う
言
語
か
』
講
談
社
学

術
文
庫 P77

）
言
葉
を
包
み
込
む
「
辞
」
に
は
主
体
の
心
の
反
応
が
表
れ
る
。 

　
「
詞
」＝

 

素
材
の
変
化
は
「
口
語
短
歌
」
と
呼
ば
れ
な
か
っ
た 

　
「
辞
」＝

   

心 

の
変
化
は
「
口
語
短
歌
」
と
呼
ば
れ
た
　
　
（
本
来
の
「
口
語
」
は
話
し
言
葉＝

俗
語
の
こ
と
） 

短
歌
に
は
「
詞
」
と
「
辞
」
で
説
明
で
き
な
い
領
域
（
短
歌
技
法
）
が
あ
る 

「
調
べ
」
、
「
形
」
（
定
型
・
句
跨
り
・
句
割
れ
・
破
調
な
ど
）
、
「
芸
」
（
掛
け
言
葉
・
折
句
な
ど
） 

フ
ォ
ル
ム

テ
ク
ニ
ッ
ク

前
衛
短
歌
は
「
詞
」
を
変
え
な
が
ら
短
歌
技
法
を
駆
使
し
た
の
で
「
口
語
短
歌
」
で
は
な
い
？ 

歴
史
か
ら
見
る
と
「
詞
」
の
変
化
は
早
く
「
辞
」
の
変
化
は
ゆ
っ
く
り 

戦
後
の
経
済
成
長
の
ス
ピ
ー
ド
に
対
し
て
、
心
の
変
化
は
ゆ
っ
く
り
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

バ
ブ
ル
の
時
代
に
「
詞
」
は
ピ
ー
ク
に
達
し
、
本
格
的
に
「
辞
」
を
変
化
さ
せ
る
子
供
た
ち
が
現
れ
る
。 

俵
万
智
は
軽
や
か
で
開
放
感
の
あ
る
「
辞
」
の
嚆
矢
と
な
っ
た
。 

　 

「
嫁
さ
ん
に
な
れ
よ
」
だ
な
ん
て
カ
ン
チ
ュ
ー
ハ
イ
二
本
で
言
っ
て
し
ま
っ
て
い
い
の
　 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

俵
万
智
『
サ
ラ
ダ
記
念
日
』1987 

　
　
曲
線
は
未
来
へ
伸
び
て
、
ね
え
、
ア
レ
ク
サ
、
何
人
の
犠
牲
で
済
む
か
計
算
で
き
る
？ 

　 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

  

平
出
奔
『
了
解
』2022 

短
歌
独
特
の
概
念
で
あ
る
「
口
語
」
は
近
代
で
完
成
し
た
様
式
か
ら
外
れ
た
言
葉＝

異
端
の
言
葉
で
あ
っ
た
。 

「
口
語
」
と
呼
ん
で
「
文
語
」
と
を
対
立
さ
せ
る
と
は
、
実
は
、
心
の
変
化
を
抑
圧
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
？ 

社
会
的
強
者 ＝

 

大
人 ＝

 

文
語 vs 

口
語 ＝

 

大
人
で
は
な
い
存
在
（
子
供
） ＝

 

社
会
的
弱
者 
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Ⅱ 
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
世
代
の
現
在
か
ら
見
る
子
供
の
発
見 

加
藤
治
郎
と
穂
村
弘
は
少
年
時
代
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。 

　
　
息
、
き
ら
し
、
息
を
き
ら
し
て
、
霧
の
中
か
ら
駆
け
て
き
た
の
は
、
紺
の
ズ
ッ
ク
だ
　 

　
　
冬
の
プ
ー
ル
に
水
み
ち
て
い
る
小
学
校
に
ひ
と
り
立
ち
居
り
こ
こ
は
記
憶
か 

 
 

 
 

 
 

　
　
　
加
藤
治
郎
『
海
辺
の
ロ
ー
ラ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
』2022 

　
　
ゆ
め
の
な
か
の
母
は
若
く
て
わ
た
く
し
は
炬
燵
の
な
か
の
火
星
探
検 

　
　
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
へ
ゆ
く
透
明
の
バ
ッ
グ
の
な
か
の
抜
け
殻
の
蟬 

 
 

 
 

 
 

 
 

　
　 

穂
村
弘
『
水
中
翼
船
炎
上
中
』2018 

大
人
の
ま
ま
子
供
で
い
て
い
い
し
、
役
割
語
の
仮
面
を
か
ぶ
せ
た
り
手
紙
形
式
で
客
体
化
し
な
く
て
も
い
い
よ
？ 

Ⅲ
「
辞
」
の
現
在 

小
池
光
は
近
代
文
語
の
最
後
の
変
革
者
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い 

　
　
わ
れ
病
ん
で
仰
向
け
に
を
れ
ば
現
身
の
菊
池
寛
君
も
突
如
と
し
て
ほ
と
け
　
斎
藤
茂
吉
『
つ
き
か
げ
』1950 

　
　
青
森
の
吉
幾
三
が
作
り
た
る
小
学
校
の
校
歌
よ
き
歌
　
小
池
光
『
サ
ー
ベ
ル
と
燕
』2022 

文
末
の
「
た
」
の
は
単
調
な
の
か
　
〜
「
時
は
流
れ
『
た
』
」
を
受
け
て
〜 

　
　
一
度
だ
け
「
好
き
」
と
思
っ
た
一
度
だ
け
「
死
ね
」
と
思
っ
た
　
非
常
階
段 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
直
子
『
春
原
さ
ん
の
リ
コ
ー
ダ
ー
』1996 

短
歌
は
散
文
と
異
な
り
一
音
一
音
が
喩
着
（
「
癒
」
着
で
な
く
）
し
、
「
た
」
の
主
観
的
な
判
断
（
モ
ダ
リ
テ
ィ
）

を
読
者
に
読
み
取
ら
せ
よ
う
と
す
る
。
こ
の
と
き
ミ
ラ
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
（
期
待
の
な
い
発
見
）
が
あ
ら
わ
れ
る
時
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
た
」
は
散
文
の
書
き
言
葉
や
話
し
言
葉
で
は
成
立
し
に
く
い
。 

　
例
：
﹇
列
車
で
、
向
か
い
の
座
席
に
人
間
の
顔
に
ホ
ク
ロ
を
発
見
し
て
﹈ 

　
ａ
　
あ
、
あ
ん
な
と
こ
ろ
に
ホ
ク
ロ
が
あ
る
。 

　
ｂ
　
あ
、
あ
ん
な
と
こ
ろ
に
ホ
ク
ロ
が
あ
っ
た
。
　←

　
も
と
も
と
ホ
ク
ロ
を
探
し
て
な
い
と
不
自
然
。 

　
定
延
利
之
編
『
日
本
語
学
と
通
言
語
的
研
究
と
の
対
話 

テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
・
ム
ー
ド
研
究
を
通
し
て
』P21 

最
近
の
歌
か
ら
見
る
短
歌
技
法
、
「
詞
」
と
「
辞
」
の
境
界 

　
　
共
感
じ
ゃ
な
い
方
法
で
　
わ
か
っ
て
る
　
八
十
億
で
も
見
つ
け
て
み
せ
る
　 

 
 

 
 

 
 

乾
遥
香
「
ニ
ュ
ー
ロ
マ
ン
チ
ズ
ム
」
ぬ
ば
た
ま
第
八
号 2023 

　
　
冷
房
の
効
い
て
る
と
こ
ろ
独
特
の
匂
い
　
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ジ
シ
ャ
ン
・
ガ
ー
ル
　
青
松
輝
『
４
』2023 

　
　
伸
び
き
っ
た
昼
の
終
わ
り
は
暮
れ
て
ゆ
く
中
野
と
中
野
か
ら
の
各
駅 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
階
基
『
夜
を
着
こ
な
せ
た
な
ら
』2023 
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